
4．マメ科樹木の被害 

病原菌 ①Colleiot,ulwsn 1nmcal:,n(SchweiniI z)Andrus et Moore 

分牛子層は桑、葉柄、幼茎枝の表皮内ないし表皮下に形成され、のち 

角皮ないし表皮を破って胞子層を露山する．性65 -275pm～層内に多 

数の剛毛を有す．このため肉肌あるいはルーぺの下て、知く胤い毛が肝 

生しているように見える．剛毛は引状、基部の径か3.5-7声 nlで長さ62 

-265gm、 0-2隔壁て先細．先嫡尖り、栗褐色～鳳掲色．分生子柄は 

無色、円簡形で、85~125 X 2.5gm、内生出芽・フィアロ準に分生子 

をm生する．分生子は新乃形～鎌形、申胞、無色、18.5-30 x 25-45 

pm 、しばしば白色～淡褐色の枯塊となる（図・6)~ 

② CoI/eto!,iclswn glocosposiosdes (Pengiり Penzig et Saccaido〔完 

全世代 GIosne,e/Io cengulato (Stoneman) 即adding et Schienk) 

分:li子層は巣、菓柏．幼茎枝の裏皮内ないし表皮下に形成され、のち 

角皮ないし表皮を破って扇Jトないし小皿状の胞f層を露出する．径150 

-450pm。ふつう層内に剛毛は見られないが、時に慶掲色～褐色の引 

状で52-73 x 4-5gnl の剛毛が形成される。分生子柏は無色、単条、 

~り筒形、0-2隔壁で、火きさ10X4-4 5gm、内生出芽・フィアロ型に 
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4.マメ料樹木の被害

たんそびょう

1)炭そ病

病原菌 ① Cα /gfo′〃" 〃〃zf′′f''m′′f'〃(Scmveinitz)Andrus et Moore

分牛千層は葉、葉柄、幼茎枝の衣皮内ないし表皮下に形成され、のち

角皮ないし表皮を破って胞了づ西を露出する。樫 65~275 〆nl。層内に多

数の剛毛を有す。このため肉眼あるいはルーペの下て、短く黒い毛が群

生しているように見える。剛毛は針状、基部の径か 3,5~7 “m で長さ 62

~265 〆m 、 0~2 隔壁て先細、先端尖 r)、栗褐色 ~ 黒褐色。分生予柄は

無 色、円筒形で、 85~12 5 × 2,5〆 11・、 内生出芽 ・フィア ロヱ単に分 生手

を頂生する。分生子は新月形 ~ 鎌形、半胞、無色、i8,5~30 × 25~4 5

"n1 、しばしば白色 ~ 淡褐色の朴塊となる (図‐6)。

② co/′e′oかた/z";“gめePsPD 加 ?ダes(Peng1z)Penzig ot sacca ・do 〔完

全世代 G/御形 e〃"" ′増川婚"(Stonen ・an)Spauldmg et soh1onk 〕

分生子層は葉、業柄、幼茎枝の表皮- ないし表皮下に形成され、のち

角皮ないし表皮を破って偏平ないし小皿状の胞子層を露出する。樫 150

~450 “m 。ふつう層内に剛毛は見られないが、時に′炎褐色 ~ 褐色の針

状で 52~73 × 4~5 〆nlの剛毛が形成される。分生子柄は無色、単条、

円筒形、 0~2 隔壁 で、大 きさ 10 × 4~4 5〆 n・、内生 出芽 ・フィアロ型に
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(左 .インドシタン成葉の病微、右 モノレソカネム炭そ病菌の分生子層、刷毛、

分生子)
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分4子を頂生する。分生子は無色、単胞、楕円形ないし短円筒形で角は 

やや円い、大きさ10 -16 5 x 4 -6 3prn 淡桃色の粘塊をつくる。完全 

世代の子のう殻は枯死した緑色幼茎枝の表皮内ないし表皮下に形成さ 

れ、のち頂部（孔口部）が角皮ないし表皮を破って露出する。単生ない 

し引生て、黒色、類球形ないし孔日がやや突出する。径55 - 23 Urn、高 

さ60-250p I-fl-子のうは梶捧状ないし長楕円形、一重膜、8個の子のう 

胞子を不整2列に含み、大きさ36-60 x 6- lIp rn.子のう胞子は無 

色、単胞、不等辺紡錘形ないしやや一方に曲がり、両端やや丸みを帯ひ 

る。大きさlO-17 )< 3-6prn 

③その他に台湾からタカヤサン（Cassia siamea)上にGloenspo none 

seaeieeae Sawada, シッソノキ(DaThergea sissy〕上にCo lie tatii che,ep 

daihergiae Chen 、 乃mece//objean lit（・ct/mn 上 に Co//eta tnt/eeoc 

かtheta/oh pea/a Sawadaか記録されているが、これらの菌の分煩学的所 

属については再検言」の必要かある。 

発生樹種と分布 熱弗・亜熱帯地域におけるマメ科樹木上の炭そ病菌 

の宿主と分布は以のとおり。 

① Co//eta/i eclecace mnactampl ヤナギバアカンア（肌ticea laieg山h司,ュー 

ビスクサモトキ（Cacs,a mciii) ，ゾャイアントイピルイピル（Leci Caeiia 

kllcoCep加な），モルッカネム（PbInsene iiihCs 血k“なna）ーイントシタン 

(Ple ocarpus hJit/ic/CS)。アルセンチン・フィシー・イントネシア‘フィリ 

ピン。 

② Co//eto/nchitne g/oeoゆonoides (= Gio,nere//a ccc碧w /aua） アカシア 

(A ti/CIa aea-cm妖p-In's ，んdea/bata, A ma,管lon? , A cii o//esse CPa) ，ビルマ 

ネム （A/beaua /ebek ) ，センナ類( Cassia a/ata , C fascicu/ata , C 

pmcinbe,et,s, C 加m ) ，シ ノソノキ （/えilbergia 5,550 ) ，デイ ゴ類 

(EJy功fleet-i )flIC10Ca)pm E sit加mb,rnes,E om egaたvar. oneルhり，メキ 

ンコライラ ノク （Ghiicidi'a sep'loll)‘ジャイアン トイピルイ ピル 

(Leucaena ieutoceplea/a) ，キンキジュ類(Pet/eece//obeu,n flexicaicた，P 
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分卓子を頂生する。分生-子は無色、単~胞、楕円形ないし短円筒形で角は

やや円い、大きさ 10~165 × 4~6 3"nl 、淡桃色の粘塊をつ くる。完全

luイヒの子のう殻は枯死した緑色幼茎枝の表皮内ないし表皮下に形成さ

れ、のち頂郡 (孔口脅す~)が角皮ないし表皮を破って露出する。単生ない

し着せEて、異色、頬球形ないし孔 u がやや突出する。性 55~230m 、局

さ60~250 〆m 。子のうは祝棒状ないし長橋 1 形、一重膜、8個の子のう

胞子を不整 2列に含み、大きさ 36~60 × 6~11 “m 。子のう胞子は無

色、単1庖、不等辺紡錘形ないしやや一方に曲がり、両端やや丸みを帯び

る。大 きさ 10~17 × 3~6"m 。

③その他に台湾からタカヤサン (Cdss脇 smme") 」-に Gあの spの?′〃〃

skzmme sawada 、 シ ッソ ノキ (D α偽e;gm srsso) 上 に Co/′giひかfc′}"}“

ば"あの象αe Chen 、 Pmzec 〆!oあと′〃ぞ 毎"α崩そ上 に Co 能 わ′′化/′′“〃

Pダムeco‘oo肥り友 Sawada か記録されているが、これらの菌の分類学的所

属については再検討の必要かある。

発生樹種と分布 熱帯・亜熱帯地域におけるマメ料樹木上の炭そ病菌

の宿主と分布は以のとおり。

① Co//断り“mmmm ′に鰭mz ヤナギパアカシア (Am α関 o--g脆卿 ),エ

ビスクサモ トキ (C""′〃′〃′〃 ゾャイアン トイピルイピル (毎 "班 e'′〃

′g′fcocep叱 り ,モル ッカネム (Pαたてse′粥 川ぞeもた /cq忽"α), イ ン トシタン

(P!e′omm 〃 〃"/′c′△)。 アルセ ンチ ン ・フィシー ・イン トネシア ・フィ リ

ピ ン。

② Co/!e′o′'7c/z′′〃そg/oの sbの?o′〆es(= G 如解′修""cmg 照雄") ア カシア

(′lmcm" 〃J7乙〃/兎 柳川 ,A. 雄〆彰超、A mm′g加 法 A m 〆超 s〃〃"), ビルマ

ネム (川らだ艦 /ebeを), セ ンナ 煩 (Co 経′""/" な ,C た盟伽膚超 ,C

かりcm 通凱旋 ,C fo'" シ ノ ソ ノ キ (D 〃あの夢 q s′sso), デ イ ゴ 類

(E り勅 中 腹 〃"c'om' 痴 ,E.s" 肋 “海 翻 s, お 〃"′?昭 雄な var. の 2の血 /7s), メ キ

ンコライラ ノク (G 廟沈ば南 sgp〃〃〃), ジャイア ン トイ ビル イ ピル

(Le〃姐釧α卿′御役肋 "/〃 キンキジュ類 (Pzf/7認可/o卿′m 月もた伽霧 P

- 62 -



mlg'I,弘ロm ，インI ンタン（P/eoca,加sI」」d」加5)．アジア（プルネイ・中 

田・イント・イントネンア・イラン・U本・マレーシア・フィリピン）、 

オセアニア（西サモア）、アフリカ（ガーナ・モウリシアス・タンザニア）、 

北・中米（ハルパトス諸島・プェルトリコ・アメリカ・バーンン諸島）. 

静断の要点 ①Co/klotncluws Ininca/ung 苗本から成木まて子葉、本 

葉、葉1“、繰色幼事枝に発生し、特に幼苗て被害が告しい．子菓（ふた 

ば）には円状て淡褐色水浸状の病斑を形成し、すぐに拡大1.て茎にいた 

り、まもなく幼苗は全体が妻れて枯れ死する．若い菓には同様の液褐色 

木浸状の病磨を形成、やや環杖状に拡大して貰れ、葉柄基部から緑枝あ 

るいは幼茎に進展し、そこてもき枯らしを起こす．播き付け半年以内の 

幼苗ては、病勢の進展は急逮で、円リにまん虻するのて放置すると被害 

は大きくなる。大苗や植義木の厚く堅くなった出葉ては、不整形の掲色 

病斑を形成して集枯れを起こすか、生長への影，ははとんどなく被害は 

軒徴てある。枯れた子象、若集、戚熱菓、巣柏、茎技などのI には、嵐 

色の短毛状のM体（多敵の用毛を持つ病鳳蘭の分生了層）が群生し、温 

岡時には剛毛を囲んで白色～淡褐色の枯塊（摘原蘭の分生子塊）か形成 

されるのかルーぺの下て良く見える（図版4・5, 6). 

② Co//do/nc bun, g /oeosponoidn (=Cioinere//a cingula助 苗木から 

成木まて了菓、木葉、巣柏、緑色幼茎技、さらには木化した若い枝幹に 

発生するか、被害の大きいのは幼苗に発生した場合である。幼集や幼茎 

枝に慶褐色でやや不整形の小形病胤が形威され、これはしだいに掲色か 

ら黒色に変わりながら拡大し、病集は両縁から巻き込んだり、萎れて乾 

聞したりして枯れる。幼業枝ては拡大病斑が茎枝を－田して上部は妻ち 

ょうして枯れる．躍胡時には病患部の黒点状の曲体〔病原削の分生了 

層）の上を淡桃色の枯塊（ffi原薗の分生子塊）か覆うようになる． 

太い葉柄や若い茎枝では始め掲色のち灰協色の、粘錘状のやや陥&し 

た病斑か形成され、しばしば縦の亀製か人る．病斑上には始め戻桃色粘 

塊が形成され、のちに表皮を破ってやや突出した黒点状物（病原曲の子 
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′′′2g〃バm の ,イン i ソタン (P′e70c"′か ry〃〆/c′fs)。 ア ジア (ブルネイ ・111

国 ・イン ト ・イン トネ ンア ・イラン ・u 本 ・マ レー シア ・フィ 1jピン )、

オセアニア (西サモア )、アフリカ (ガーナ .モウリシアス・タンザニア)、

北 ・中米 (ハ ルバ トス諸島 ・プエル トリコ ・ア メ リカ ・バー ンン諸 島 )。

診断の要点 ① Cm をあわ7d〃〃〃′′7fi7c"′′‘′〃 菌イ・から成水まて子葉、本

巣、栄枯、緑色幼茎枝に発生し、特に幼苗て被害が著しい。子葉 (ふた

ぱ) には円状て俵褐色水浸状の病斑を形成し、すぐに拡大して茎にいた

り、まもなく幼苗は全体が萎れて枯れ死する。若い菜には同様の淡褐色

水浸状の病斑を形成、やや環杖状に拡大して萎れ、柴柄墓部から緑枝あ

るいは幼茎に進展し、そこて巻き枯らしを起こす。橋き付け半年以内の

幼苗ては、病勢の進展は急速で、周りにまん延するのて放置すると被害

は大きくなる。大赦や植栽木の厚く堅くなった波葉ては、イ・整形の褐色

病斑を形成して葉枯れを起こすか、生長への影響はほとんどなく被害は

軽微てある。枯れた子葉、若菜、成熟葉、巣柄、基枝などの Lには、黒

色の匁三毛状の菌体 (多数の剛毛を持つ病原菌の分生了層) が群生し、湿

潤-時には剛毛を囲んで白色~}炎褐色の粘塊 (病原菌の分生子塊) か形成

されるのかルーペの下て良 く見える (図版 4‐5,6) 。

② C可定め摺る加川 g/pepsP の707‘をs(= G′o′''の昭 /"α増 川mq) 苗木か ら

放木まて了菓、ィ・葉、東柄、緑色幼茎枝、さらには水化した若い枝幹に

発生するか、被害の大きいのは幼 -歓に発生した場合である。幼染や幼茎

枝に淡褐色でやや不整形の小形病斑が形成され、これはしだいに褐色か

ら黒色に変わ r)ながら拡大し、病葉は両縁から巻き込んだり、萎れて粒

固したりして枯れる。幼暮枝ては拡大病斑が茎枝を一周して 1割~は義ち

ょうして枯れる。湿潤時には病患部の黒点状の菌体 (病原菌の分生了

層) の上を淡桃色の杜〒塊 (病原菌の分生千塊) か覆うようになる。

スい葉柄や若い茎枝では始め褐色のち灰褐色の、紡錘状のやや陥没し

た腕斑か形成され、しばしば縦の亀裂か入る。豹斑上には始め俵桃色粘

塊が形成され、のちに表皮を破ってやや突出した黒点状物 (病原菌のテ
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のう鍛）か形成される． 

病原幽の、②いずれの場合も痢徴は良〈似ているが、病思部の上に形 

成される分生子層が、のてはI!色毛状体を囲んで白色～慶褐色の分生子 

粘塊を生ずるのに、②ではふつう毛状体はなく、単に戻桃色の粘塊を生 

する点で、区別される。 しかし、上記のようにマメ科樹木に発生する炭 

そ病幽には他にも何種かあり、正稀には専門家による題徹鏡検脊を必要 

とする。ただ、防除方法は炭そ病として－括して考えることか出来る． 

発生生態 炭そ病菌煩の分生fは而の飛床とともに、あるいは昆虫煩 

（鳥類）の体や脚に刊着して運ばれる．適当な温度と水分があれば敵時 

間で発芽を始め、発芽管の先蛹に付着器（appressoi mm ）という彫らん 

だ尋官をつくり、その下郎から侵入曲糸を出して角皮を員通して表皮内 

へ侵入する．侵人粕糸は条件が良ければすぐに分牧、伸長して組繊内に 

まん延L発病するが、侵入した場所で栄養を蓄えた嚢1‘細胞となって長 

期間滞寿的に生有し、宿主の生理的衰弱をまって蘭糸を進Kさせ発“Iす 

る場合もある．幼苗ての発生は前者の経巻で、成木や成葉での発病は後 

者の経過をたどることが多い． 

分生了の発芽は10-33℃で行われ、遣“は25℃前後にある。水中よ 

りも飽和虐度の状慈のはうか発穿がよい．乾季には病原曲は病粗撮中て 

蘭糸または去皮をかふった若い分生子層で生存する．再び雨季が訪れる 

と新たに分生子を形成して伝播を両聞する．しかし、乾季でも潅水Lて 

青苗する苗畑では痢原菌は常に分生子を形成して伝播することが出米 

る。子のう穀の中につくられる有性胞子（子のう胞子）は、子のう蚊が 

充分吸水したのちに空巾に放出され風に乗って空気伝播する。病鳳蘭は 

また種子に付着もしくは潜在しており、種苗伝播のーつの例として良く 

知られている． 

防験対策1)育苗管理 

a 苗畑の衛生管理を徴底する．前年のくす苗は故置せずに、整埋し 

乾かLて焼却することが望ましい． 
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のう穀) か形成される。

病原菌①、②いずれの場合も病徴は良く似ているが、病患部の上に形

成される分生子層が、①ては黒色毛状体を囲んで白色~談褐色の分生予

料;塊を生ずるのに、②ではふつう毛状体はなく、単に炭桃色の綿塊を生

する点で、1メ:別される。しかし、上記のようにマメ科樹木に発生する炭

そ病菌には他にも何種かあり、正確には専門家による顕微鏡検査を必要

とする。ただ、防除方法は炭そ病として一括して考えることか出来る。

発生生態 炭そ病菌類の分生子は雨の飛床とともに、あるいは昆虫類

(鳥類) の体や脚に付着して運ばれる。適当な温度と水分があれば数=寺

岡で発芽を始め、発芽管の先端に付着器 (appressollum) という膨らん

だ器官をつくr)、その下部から侵入菌糸を出して角皮を貫通して表皮内

へ侵入する。イ愛人繭糸は条件が良ければすぐに分枝、伸長して組織内に

まん延し発病するが、侵入した場所で栄養を蓄えた鱗状細胞となって長

期間潜在的に生有し、宿主の生理的衰弱をまって菌糸を進展させ発病す

る場合もある。幼苗ての発生は前者の経過で、成木や成葉での発病は後

者の経過をたどることが多い。

分生了の発芽は 10~33 ℃で行われ、適温は 25℃前後にある。水中よ

りも飽和湿度の状態のほうか発芽がよい。乾季には病原菌は病組織中て

菌糸または表皮をかふった若い分生子層で生存する。再び雨季が訪れる

と新たに分生子を形成して伝播を再開する。しかし、乾季でも潅水して

育苗する苗火=すでは病原菌は常に分生子を形成して伝播することが出来

る。子のう殻の中につくられる有性胞子 (子のう胞子) は、子のう殻が

充分吸水したのちに空中に放出され風に乗って空気伝播する。病原菌は

また種子に付着もしくは潜在してお r)、種苗伝播の一つの例として良く

知 られている。

防除対策 1)育苗管理

a 蔽畑の衛生管理を徹底する。前年のくず菌は放置せずに、整理し

乾かして焼却することが望ましい。
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b m畑土壌の栄養状態を良く把握し、チッソ肥料過多になったり、 

逆に栄養欠乏に陥らないように留意する。 

C 病原wic )Dとも多犯性で色々な樹神（苗木）に発生するのて、苗 

畑ては養成樹柿全てに注意を注く必要かある． 

2）薬剤防除 

a マメ科を含めた微粒・中粒種了には炭そ病幽の潜在が良く知られ 

ているので、播き付l’前には必ず種手消者をする．チウラム剤 

(TMTD）もしくはキャプタン剤の粉末の塗沫（種f重量の0 1 -

I %）か、250-' 500倍液への浸漬が良い． 

b 硬粒種fの場合、熱湯処理(70-80t、 5-10分）により種子の 

威菌と発芽促進処理を同時に行う． 

C 幼曲期に発生をみたら直ちにヘノミル剤(2. 000-3, 000倍）．チ 

オファネートメチル剤（1, 500-2 , 000倍）あるいはマンネプ剤 

(500倍）なとを10日おきに故回敵布する。 

d 成木では葉や枝に発生するか、木の生艮にはほとんど影響をいの 

て、特に防除の必嬰はない． 

2)貧難 

診断の要点 幼苗から枯載若木に発生するが、被害は幼苗期に散し 

い。小菓が点々と貧化Lて落葉する．初め集裏に徴小な晴掲色～黒褐色 

の粉状塊（綱原菌の分生子塊）を散生し、集表のその部分は賞点となる。 

病小集はすぐに全体が賛化し、少しの動揺ても落葉する．このため苗床 

でも、造林地でも、違望して異常が刊る（図版5・L2)．マメ科樹木には 

他に多甘の菓の賞化・落葉を起こす勲似病害かないのて、このよう女症 

状がみられたらます本病の疑いをもって、菓裏を注意して綱ぺる．暗褐 

色の粉状線が点在していれば本鳥と診断山来る． 

痢原菌と病名 Cwゆomens属のI'41執によって起きる．押によって発 
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b 苗畑土壌の栄養状態を良く把握し、チッソ肥料過多になったり、

逆に栄養欠乏に陥らないように留意する。

c 病原菌①②とも多ガ畔1三で色々な横師 (苗木) に発生するのて、菌

畑ては養成ヰ耐種全てに作意を注く必要かある。

2)薬剤防除

a マメ料を含めた微粒・中粒種子には炭そ病菌の滞在が良く知られ

ているので、橋き付け前には必ず種子}肖奇をする。チウラム剤

(TMTD) もしくはキャプタン剤の粉末の塗抹 (種子重量の 01~

1%) か、 250~500 倍液への浸漬が良い。

b 硬粒種子の場合、熱湯処理 (70~80 ℃、5~10 分 ) により種子の

滅菌と発芽促進処理を同時に行う。

c 幼だ占期に発生をみたら直ちにヘ ノミル剤 (2,000~3,000 倍 ),チ

オファネー トメチル剤 (1,500~2,000 倍 ) あるいはマンネブ剤

(500倍) などを 10日おきに数回散布する。

d 成水では葉や枝に発生するか、・の生長にはほとんど影響ないの

て、特に防除の必要はない。

2)鵠藁鷺

診断の要点 幼苗から植栽若木に発生するが、被害は幼苗期に激し

い。小菓が点々と黄化して落葉する。初め柴裏に微小な暗褐色~黒褐色

の粉状塊 (病原菌の分生子塊) を散生し、柴表のその部分は黄点となる。

病小葉はすく、に全体が黄化し、少しの動揺ても落葉する。このため苗床

でも、造林地でも、遠望して異常カャ削る (図版 5‐1,2) 。マメ科樹木には

他に多量の葉の黄化・格葉を起こす類似病害かないのて、このような症

状がみられたらます本病の疑いをもって、染裏を注意して調べる。暗褐

色の粉状塊が点在していれば本病と診断出来る。

病原菌と病名 C伽塑伽 m7s 属の菌類によって起きる。師によって亮
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生枯"pか光なる。 ①CanゆIonw,ts albizice (Fetch ) Mason〔＝ 

Rd幼Os加nutu albitwe （医Ich ) Natto ' En,ゆOUU"' (Ilbit USC 

Kobayashi) 菓喪の大皮紺胞内に掲色の人きい華部細胞（単細胞，時‘' 

2細胞）を形虞し、表皮を破って露出する．墨部相胞上に短‘りリ簡状の 

分止f柏を輪生ないし来生する．分生子柄は単相胞で暗褐色～煤褐色、 

大きさ20-70 x 7-10 5gm、頂端刊近に細かい刺を根生、全出芽・シ 

ンポシオ型（プラスチック）に分生子を形成し、．脱痕は明瞭である． 

分生子は倒梶棒状でややA曲し、墨部は故切状で着生庭は肥厚し、先端 

に向かって細まる、庚褐色～喝色、2-3隔壁、大きさ28-58 x 8-16 

p m 、表面に柵かい抗ないし軸を密生する〔図・7). 

② ConゆlUmens leucoenae(Stevens et Dalbey)町dow( = E 'ios/,onwn 

!e,uoenoe Stevens et Dalbey)葉裏の表皮相胞内あるいは表皮綱胞下 

に子停状の分生子隣を形成し、そのIn部か角皮ないし表皮を破って露出 

する。分生子断は淡喝色～褐色．揮50-240gm.頂部に分生子柄を密 

に並立する．分生f括は戚掲色～褐色、甲条、しぐざく条、0～数個の偽 

壁を有し、大きさ36-63X4 -I1pm .頂部付近に疣ないし‘を相生す 

る、全出考・シンポジオV（プラスチック）に分生子を形成し、離脱誠 

は明瞭てある。分生了は梶棒状て褐色～オリープ協色、2-5隔壁、大き 

さ30-63 )< 6 5-14gm.去面は始め平mてのち傚網な挽ないし刺を密 

生する． 

J 

磯 

一‘ 

、、己 

図・7 モルッカネム費葉檎曲 

（中央巨大細胞から輪生する分生子柄と、 

周囲に触乱する分生子） 
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生 樹 種 か 異 な る。 ① C〃〃琴海′Jze′7 m あれ‘′α (Petch)Mason 〔=

" 昭ぬ偲/)Qmm そ ばα貌姥 ( PeLch ) NaILo , E即ふか(mm; ・ "′○陀me

Kobayasl・1〕 菜裏の六皮細胞 - に褐色のブ、きい碁部細胞 (単細胞、--寺に

2細胞) を形成し、表皮を破って露出する。基部細胞↓に短い円筒状の

分生子柄を輪生ないし束呈する。分生子柄は単細胞で暗褐色~煤褐色、

大きさ 20~70 × 7~10 5〆nl、頂端付近に細かい刺を相生、全出芽 ・シ

ンポシオ型 (プラスチック) に分生子を形成し、離脱痕は明瞭である。

分生子は例梶棒状でやや偽曲し、基部は被りリ状で着生廉は肥厚し、先端

に向か って糸川まる、談褐 色 ~ 褐 色、 2~3 隔壁、大 きさ 28~58 × 8~16

iz m 、表面に細かい軌ないし刺を密生する (同‐7)。

② C"“ぞが oj'm′s /g′fmeme(SLevens ct Dalbey)Sydow 〔=Emspo ′7〃〃′

卿′‘〃βmB Stevens cもDa1bey 〕 東裏の表皮細胞内あるいは表皮細 =せ下

に子坪状の分 -子梅を形成し、その頂部か角皮ないし表皮を破って露出

する。分生千栃は淡褐色 ~ 褐色、禅 50~240/zm 、頂部に分生子柄を密

に並立する。分生子柄は炎褐色~ 褐色、単粂、じぐざく条、0~ 数個の隔.
・

壁を有し、大きさ 36~63 × 4~11 〆nl、頂部イお鼠こ沈ないし刺を粗生す

る、全出芽 ・シンポジオ型 (プラスチック) に分生子を形成し、離脱嬢

は明瞭てある。分生了はネ鮎斜大て褐色~ オリーブ褐色、2~51 幅壁、大き

さ 30~63 × 6 5~14"1n 、表面は始め平摺てのち微細な端ないし耳モリを密

生する。

回‐7 モルツカネム黄葉病菌

(中央巨大細胞から輪生する分生子柄と、

周囲に散乱する分生子)
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和病名は病徴から黄葉病と付けられ、英病名はCamptomeris leaf 

spotあるいはYellow leaf diseaseが用いられている。 

マメ科樹木上には上記の2種の他に数種のCanゆtome,is属 菌が知られ 

ているか、いずれも菌学的な記載で、宿主、分布ともせまく、病気とし 

ての被害報告は見られない。 

発生樹種と分布 ①Canゆtonieres albzzeae Acasia ca功a‘ミモザアカ 

シア（Adec,tn'e 司 ，キンゴウカン（Afanieszana) , A. plea/i酋ii ，モリシ 

マアカシア（A PlOmssnna) ,Aルezeit amalaA co/lana，ヤタンサ（A 

ル/72?差lH?m) ,Ag ,ml魂bractea加 ，ネムノキ（Ajalebnssm) ，ヒルマネム 

(Alebek) ，ニオイ不ムノキ（A odoratissimus) ，タイワンネム（A 

pmcent) ，センゴンジャワ（Astゆ山向，モルッカネム（Pdmseneiitlies 

falcatanり アジア（インド・イントネシア・日本・韓国・パキスタン・ 

フィリピン・スリランカ）、アフリカ（ガーナ・ケニアーンェラレオ不‘ 

南アフリカ・スーダン・ウガンダ）、中米（ドミニカ）。 

② Canゆto/Pens たzecaenae Leucaena cc伽252/，レ ンズマメ （L 

c/SC/fん/2加 ) ,ジャイアントイ ピルイ ピル（L leucocep加La ) , L 

?IICCYOJJ加Iノa, L 加んen?ん11加，L s/lan 220)2/ アジア（フィリピン）、中米 

（トミニカ・ジャマイカ・プェルトリコ）、南米（コロンヒア・へ不ズエ 

ラ） 

その他の柿 Camptomens acaciae (Sydow) Cifern〔アラビアゴムモ 

トキ（Acacia arahwa) ，インド〕,C. albezacola (Thhumaiachar et 

Narasimban ) Bessey〔ヒルマネム（Albtz,a lebek) ,イン ド〕．C 

caL/eandrae Sydow [Calleandra sp.,コスタリカ〕，C, desniantlu Cifeiri 

(1九sniant/jes vi招ateパ，ドミニカ〕，C flondanim Bessey CP,thecellobeum 

sp，キューバ・ジャマイカ・アメリカ〕，C naiちリliBessey (Acacia villosa, 

ジャマイカ〕，C uenwculosa (Sydow) Bessey〔ミモザアカシア(J1 cacw 

dec,me,,り 市アフリカ〕。 

発生生態と防除対策 黄葉病と病原菌に関する生態的調査はほとんど 
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和病名は病徴から黄葉病 と付けられ、英病名は Camptomer1s leaf

sp{)tあ るいは Ycllow leaf d1sease が用 い られてい る。

マメ科糊木上には上記の 2種の他に数種の C勧めごoi'?e'?s属菌が知られ

ているか、いずれも歯学的な記載で、宿主・分布 ともせまく、病気 とし

ての被害報告は見られない。

発生樹種 と分布 ① C"〃晒 oiiie'7s〆友zzqe Am 鞘"α堺な ,ミモザアカ

シア (凡."α′′77伽 s), キン ゴウカン (A.角 “形Moj7の ,A. “形似7′sz7,モ リシ

マ アカ シア (A mo′Z′鮎mm),A/ る22僻α〃′"′都 A cの7"'?",ヤ タンサ (月

ルフ77α郡 72m),A g惚川 治mcf8α如 ,ネム ノキ (A ノ〃肋 i7ss2ii ヒルマ ネム

(A /eる豹 ), ニオイネム ノキ (A odo,餌お豆'〃"s), タイワンネム (A

か ocのめ ,セ ンゴンジヤワ (A br必須餅α), モル ツカネム (Pqmser 樽 mzes

膚化αZmm) アジア (イン ト・イントネシア ・日本・韓国・パキスタン ・

フィ リピン .ス リランカ )、アフ リカ (ガーナ ・ケニア ・ンェラレオネ ・

南アフ リカ ・スー ダン ・ウガ ンダ )、 中米 (ドミニカ )。

② C鋤 2P′o川β′2s /e′!c"劾解 L8zrm の縦 co′/?'2鞘 , レ ン ズ マ メ (乙

e緒川のば"), ジ ャ イ ア ン トイ ピル イ ピル (乙 /〃-‘co鑑ゑ卿‘"), 乙

〃z"cフリ汐砂防 ,L P′‘/兜溜 Z捌如 ,L s/z"〃'zo〃z ア ジア (フ ィ リピン )、 中米

(トミニカ ・ジャマ イカ ・プエル トリコ )、 南米 (コロンヒア ・ヘ ネズエ

ラ)

その他 の稀 Cのり′りiizg′7sαcqc!"8(Sydow)C1fern 〔ア ラビア ゴムモ

トキ (Acαmz" ′"るにα), イ ン ド〕 ,C. メム7zzzco/"{Thin ・maIacl ・ar et

Naras1mhan)Bessey 〔ヒ ル マ ネ ム (A′みzzm 尼る彼 ), イ ン ド〕 ,C

m//′"“dme Sydow 〔Cメムの2dm sp,, コス タ リカ〕 ,C,des ′“"“功′C,fe,rl

〔D 鰯刀mばノ騰 〆′gqf‘rs,ドミニ カ〕 ,c “の7d伽 zf'′z Bessey 〔P′〃だcg"o 板zfm

sp, キューバ ,ジャマ イカ .ア メリカ〕,C mm か げBessey 〔Ac"cm 閉 めsα,

ジャマイカ〕,C ひど'77′c′′/osα (Sydow)Bessey 〔ミモザアカシア (Ac"cz α

de猪′7eizs 南 ア フ リカ〕。

発生生態と防除対策 黄葉滴と病原菌に関する生態的調査はほとんど
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行われておらず、伝播様式、侵人・発病機構ta.どは不明である．誠害は 

苗畑ての幼苗時代に眼られるので、この時期に発生を見たら、ペノルミ 

削(2.000倍〕あるいはチオフ7-トメチル剤(1.000-1.500情）を 

10nおきに敵回散布すればよいてあろう。連作はなるぺく遭ける． 

3)篇ゃに（脂）省 

鯵断の要点 尚木から成木の葉に発生する。繰葉トに黒色で1-3mm 

大のかさぷた状て中央がやや盛り上がった曲休（痢原餌の子座）を形成 

する。f座の岡りはやがて掲色から灰掲色の頬円状の嫡斑を形成する． 

通常1病斑の中央にI楓の胤色f座を形成する種鍛と、緑葉上に幾つか 

の黒色小子座が集まってやがてその尉囲が貧化あるいは掲色化して病斑 

を形成する神姐とがある．』、つう摘葉はすぐに落集せす艮く樹上に着生 

したまま留まるのて、樹冠のはとんどの菓か羅病した樹ては、離れたと 

ころからでも樹冠の色が貧褐色に変色して異常が判る．しかし、このよ 

うな激害木ても枝枯れなとが起こることなく、生長にもさして影唇を与 

えす、見た目は撮予な痢気であるが実害はそれはどのことはない．樹種 

によっては摘菓の賞化と落葉を伴うことかある（図版5・3, 4)~ 

病原菌と病名 子のう曲煩Pity//ac/iひm属蘭によって起こされる病気 

の維称で、マメ科樹木にも多くの病原菌の種が記録されている。本属菌 

子のう胞fは通常の培養条件ではなかなか発芽しないので、発芽生理、 

人口接種による病原竹舟鼠はなされていないといってよい。熱帯・亜熱 

帯地域では非常に裡類の多い曲頬であり、発生生慈の餌明の待たれてい 

る病気である．マメ科樹木の巾では、次の2種による黒やに病がよく目 

につき分布も広い． 

① Pity//ac/tora pteiocwかSydow 〔＝Ca/a cawna加,oca4n Sydow) 

-f座は黒色でやや盛り」がり、1-5mm .周囲慶繰色からしだいに淡掲 

色～灰褐色の5- 10mm 大の勲円状摘珂となる。殻皮は角皮下に形成さ 
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行われておらず、伝播様式、侵入・発病機構などは不明である。被害は

苗畑ての幻自首= 代に限られるので、この時期に発生を見たら、ベノルミ

剤 (2,000 倍 ) あるいはチオファー トメチル剤 (1,000~1,500 倍 ) を

10臼おきに数回散布すればよいてあろう。連作はなるべく避ける。

くる びよっ

3)黒やに (脂) 病

診断の要点 苗木から政木の葉に発生する。緑菓掃こ黒色で1~3mm

大のかさぶた紙てL1i史がやや盛り」‐かった菌本 (病原菌の子座) を形成

する。f座の周りはやがて褐色から灰褐色の類円狐の病班を形成する。

i山常1病数十の中央に 1個の黒色f 座を形成する種類と、緑葉上に幾つか

の黒色小子座が集まってやがてその周囲が黄化あるいは褐色化して病斑

を形成する種類とがある。ふつう病葉はすぐに落葉せす長く樹上に着生

したまま留まるのて、モ釘冠のほとんどの築か擢病した樹ては、離れたと

ころからでも潮冠の色が黄褐色に変色して異常が判る。しかし、このよ

うな激筈水ても枝枯れなとが起こることなく、生長にもさして影響を与

えす、見た目は派手な病気であるが実害はそれほどのことはない。鞘種

によっては病葉の黄化と落葉を伴うことかある (図版 5-3,4) 。

病原菌と病名 子のう菌類弾け鉱物ひ庖属菌によって起こされる病気

の総称で、マメ料樹木にも多くの病原菌の種が記録されている。本属菌

子のう胞子-ま通常の培養条件-ではなかなか発芽しないので、発芽生理、

人口接種による病原性確認はなされていないといってよい。熱帯 ・亜熱

帯地域ではヲ戸前こ種類の多い菌類であり、発生生態の解明の待たれてい

る病気である。マメ料樹木の中では、次の 2種による黒やに病がよく目

につき分布 も広い。

① P方〕'//"c加 川 房 emm;P? Sydow 〔= CQ 如mzr}'24〆の餌のか7 Sydow 〕

子座は黒色でやや盛 り上がり、 1~5mm 、周囲炎緑色からしだいに淡褐

色~灰褐色の 5~1omm 大の類円状病斑となる。殻皮は角皮下に形成さ
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れ、菓肉部は緩い菌糸の組織からなる子座に変成しその中に子のう殻が 

1 -数個形成される。子のう殻は黒色の殻壁をもち、偏球形、頂部中央に 

孔II部を持ち、徑350 -470pm、 高さ280-350p m 。殻壁は平行菌糸 

構造て、外層は黒の厚壁細胞からなり、内層は無職の薄壁細胞へと移行 

する。厚さlS-25p m 。子のうは枇棒状、無色、一重膜、頂部やや肥 

厚、8個の子のう胞子を不整2列に含み、大きさ75-98 x lS - 2op flL 

子のう胞子は無色、単胞、卵形～楕円形、16 5-20 )< 9 -- 125pm 、厚 

壁だが表画平滑。 

② Phyl/achora par/ace Henwngs 子座は黒色、光沢があり、やや膨ら 

んでかさぶた状、大きさ1~ 3mm。殻皮は角皮下に形成され、菓肉部は 

緩いもつれ菌糸の組織となり、1 -数個の子のう殻を含む。子のう殻は 

偏球形、頂部中央に孔口部を持ち、徑220-32叫m、高さ230~30伽m、 

菓表側に開口する。殻壁は黒色で厚さ8 - 20 pm 。子のうは一重膜、長 

梶棒状、53-68 X 7.5-l0prn, 8個の子のう胞子を不整1-2列に含む。 

子のう胞子は卵形～楕円形、無色、単胞、大きさ9-115x 4'5-7pm . 

莢病名はコ・ールタールを散らしたものに見立ててTar spotという。 

和病名を黒やに病という。英病名Tai spotはphvl/aclioia属 とその近緑 

属（例えばビロウの黒やに病菌助hacrodothis hrnstonae Kobayashlな 

ど）て用いられるか、盤菌綱のR勿tisma属菌による病気にも用いられて 

いる。わが国では後者の菌による病気を黒紋病として区別して呼んでい 

る。 

発生樹種と分布 ①Thy 1/ac加mptemecuか ムニンガ（Pleroca,plお 

ango Tei酋司‘ P . erinace l背 ，インドシタン（P intl/cuJ ,Pivtundifo[uis, P 

saxa t而ーアジア（インドネシア・マレーシア・パプアニューギニア・フ 

ィリピン）、アフリカ（ガーナ・マラウイ・南アフリカータンザニア）。 

② Phyllachora paikiae フサマメノ寺（Pmkta roxburgり フィリピン。 

防除対策 イントシタンでは幼苗期の病気としては、黒やに病よりも 

褐斑病（p 79）のほうか生育不揃い（遅延）を引き起こして重要で、そ 
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れ、葉肉部は緩い菌糸の組織からなる子座に変成しその中に子のう殺が

1~ 数個形成される。十のう殻は黒色の殻壁をもち、偏球形、頂部中央に

孔「1部を持ち、径 350~470 “m 、高さ 280~350 “m 。殻壁は平行菌糸

構造て、外層は黒の厚壁細胞からなり、内層は無職の薄壁細胞へと移行

する。厚さ 15~25"m 。子のうは祝棒状、無色、一重膜、頂部やや肥

厚、8個の千のう胞子を不整 2列に含み、大きさ 75~98 × 15~20 “ nl。

子の う胞子 は無色、 単脆、卵形 ~ 楕 円形、 16 5~20 × 9~12 5〆1n、厚

壁だが表面平滑。

② P/zJ′"αc′肋口加治z彼 Hennmgs 子座は黒色、光沢があり、やや膨ら

んでかさぶた状、大きさ 1~3mm 。殻皮は角皮下に形成され、葉肉部は

緩いもつれ菌糸の組織となり、1~ 数個の子のう殻を含む。千のう殻は

ず扇球形、頂部中央に孔口部を持ち、径 220~320 〆m、高さ 230~300"m 、

業表側に開口する。殻壁は黒色で厚さ 8~20 〆m 。子のうは一重膜、長

視棒状、53~68 × 7,5~10 〆ln、8個の子のう胞子を不整 1~2 タIJに含む。

子の う胞 子は卵形 ~ 楕 円形、無色、単胞、大 きさ 9~115 × 4.5~7 〆 m 。

英病名はコ」ルタールを散らしたものに見立てて Tar spot という。

和病名を黒やに痢 という。英病名 Ta・ spot は Pあげ!αc/zo'"属 とその近縁

属 (例えばビロウの黒やに病菌 珍脳 emダメル搭卿 ?sfoime Kobayashl な

ど) て用いられるか、盤菌綱の什勿'〃s“′〃属菌による病気にも用いられて

いる。わが国では後者の菌による病気を黒紋病として区別して呼んでい

る。

発生樹種 と分布 ① P/2影畝c/20mpfのひじmpl ムニンガ (P卿りcmかfs

の埋り蛇鷹鵜j ,P, のめzαcez娼,イ ン ドシタン ( 伽燭czfs),P m′zf'冠狗 伍偽,P

s鯛の‘Zfs .ア ジア (イン ドネ シア ・マ レー シア ・パプアニュー ギニア ・フ

ィ リピン )、アフ リカ (ガーナ .マ ラウイ ・南アフ リカ ・タンザニア )。

② P毎′超c/zo?総加療α8 フサマメノキ (Pの先鞭 }似加増の フィリピン。

防除対策 インドシタンでは幼苗期の病気としては、黒やに病よりも

褐斑病 (p79) のほうか生育不揃い (遅延) を引き起こして重要で、そ
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ちらの防除刈策か必要てある。フサマメマキでは幼苗に発生すると、病 

葉は賛化し、落葉被害をおこL.違望症状ては前項の黄集病に似るが、 

近くで見ると病菓には黒色子座か認められ、黒やに病の被害てあること 

か判る。散しく発生を見た場合には賞葉病と同様に、ヘノミル剤、チオ 

ファネートメチル剤なとを散布すれはよいであろう．連作は避けたはう 

か良い． 

4）さび省 

病原菌と病名 熱帯・II;熱弗地域てマメ科樹木に寄牛するさび痢曲は、 

宿主の”が多いことの反映か、極めて神頬が豊．てある。たとえばアカ 

シア属（Acac.'o )樹木上のさひ病葡はAe‘・Idmm 属曲3 秤、 

厳ゆ!oplimgsniziin 属簡3橘、Poholeliwn属曲I尋、Ravene加属閉37種、 

Ulosnyclodium属 菌 7種、U;edo属菌I性，いosnyces属曲‘秤の計56種に 

違し、 ネム ノ キ属 ( A Ibizza ） には Rtwene加属曲II 神、 

印hoeゆ!uagsn 加 HI 属菌3種、Uedo属菌2種、U,vniycla山“HI属菌1秤の 

,n7 秤か記録され、他にもタガヤサン属（（肋ss,a)、ローズウ・ノド属 

(I加1加,g'a)などに多くのさび病蘭か記録されている（図・8),巣あるい 

は菓柄、繰色幼茎枝を侵し、各種の胞子堆をつくるか、中には菓や幼茎 

技に掲色の膨らんだ瑠をつくるものもある， 

―般的に多くのさび病菌では、甥胞子および夏胞子世代が費色から檀 

賞色の粉塊をつくり、これかさひ（鱗）色と形容されてさぴ病の名か付 

けられた． 中には特徴的な病徴に基ついてこふ病、毛さび痢なとの病名 

が刊けられているものもあるが、敵は少なく例外的な病名である． 

さひ鈎曲は絶刈寄生曲あるいは純寄生鵬といって、植物の生きた相胞 

からしか栄養をとることが山来ない．このため食物との間の親和性かき 

わめて密て、宿主範囲か限定されるのか特徴のーつてある。また、生盾 

史が典型的には軸-t .鋳胞子・夏胞子・冬胞子・小生子（坦子胞子）の 
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ちらの防除対策か必要てある。フサマメマキでは幼苗に発生すると、痛

葉は黄化し、落葉被害をおこし、遠望症状ては前項の黄葉病に似るが、

近くで見ると病葉には黒色子座か認められ、黒やに病の被害てあること

か判る。激 しく発生を見た場合には黄葉病 と同様に、ヘノミル剤、チオ

ファネートメチル剤なとを散布すれはよいであろう。連作は避けたほう

か良い。

びょう

4) さび病

病原菌と病名 熱帯・亜熱帯地域てマメキ二十樹木に寄牛するさび病菌は、

宿主の種が多いことの反映か、極めて稀類が豊富てある。たとえばアカ

シア 属 ( Acdcm) 樹 木ーたの さ ひ 病 菌 は Aecz山肌 属 菌 3 種 、

"" 力わめか惚g〃′〃′“?属菌 3種 、 P口々 ore/加冠遜菌 1種 、尺α犯〃〆?"属 前 37 種 、

U/翻り′c′"霞欄ぞ属菌 7種、 U'edo属菌 1種、物 o脚 es属菌婦中の計 56種に

達 し 、 ネ ム ノ キ 属 ( A/6′z′") に は 尺御 e〃〆?" 属 曲 11 杯 、

琴フ脳β′opわロg〃由〃′属菌 3種、 U'edo属菌 2種、ひ'り〃小〆"dmm 属菌 1種の

言ず17種か記録され、他にもタガヤサン届 (C"ssm) 、ローズウ ,ノド属

(D"あの襟") などに多くのさび病菌か記録されている (図‐8)。柴あるい

は楽柄、緑色幼茎枝を侵し、各種の胞子椎をつくるか、中には巣や幼茎

枝に褐色の膨らんだ癌をつくるものもある。

一般的に多くのさび病菌では、鋳胞手および夏胞子世代が黄色から檀

黄色の粉塊をつく1)、これかさひ (銃) 色と形容されてさび病の名か付

けられた。中には特徴的なヲ丙徴に基ついてこふ病、毛さび病なとの病名

が付けられているものもあるが、数は少なく例外的な病名である。

さび病菌は絶対寄生曲あるいは純寄生菌といって、植物の生きた荊1胞

からしか栄養をとることが出来ない。このため食物との間の親和性かき

わめて密て、宿主範囲が限定されるのか特徴の一ってある。また、生活

史が典型的には精子・銑胞子・夏胞子・冬胞子・小生子 (坦子胞子) の
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五つの胞子型をもって循環することが、二つ目の特徴てある。さらにー 

つの植物の上だけで生活史を送る同種寄生性のさび病菌のほかに、全〈 

異なった2柿類の植物の間を往復しながら生盾史を完成する異種寄生性 

の神頬か沢山あることが、もうーつの特徴てある。すなわち精了・鋳胞 

子世代の寄生する植物と、夏胞子ー冬胞子・小生子世代の寄生する別の 

植物との問を往復するさび病菌のはうが、種煩が多いのである。この異 

種寄生の現象を宿主交代あるいは寄生輪廻という。 

以下に東南アジアで比較的よく観察されるさひ病菌を2, 3あけ、診断 

上の特徴を述べる。 

診断の要点 ①Aterocauda hyalospora ( Sawada ) Otto ほか 

A tctvcauda 属菌 葉や葉茎枝に5 -'20mm大の丘状に膨らんだ病患部を 

形成し、やかて丘状膨大分の表面が褐色粉塊（病原菌の鋳胞了）に覆わ 

れる（図版5-6） ほかに葉の上に夏胞子堆や冬胞子堆をつくるか、あま 

り目立たない。世界にいずれもマメ科植物寄生性の5種類か知られる 

か、日木南部や台湾のはか東南アシアに分布するA 加alo叩OH?はカマバ 

アカシア（Amcia a,oiculifonn司 A.b加pints，ソウンンユ（A confusa) 

なとアカシア属樹木に発生する。 

② Raveneha ac/twaほかRavencha属菌 ：葉、葉柄、幼茎枝に発生し、夏 

胞子堆から多量の鮮黄色の夏胞子粉塊を噴出する。夏胞子堆形成部はや 

や膨らむため、幼葉、葉柄、幼茎などは捻れを起こす。のち菓異に冬胞 

子堆を形成し、褐色一黒褐色の冬胞子粉塊を形成する。ルvane/ta属のさ 

び病菌は世界に約150種知られているが、タイやネパールなど東南アジ 

アては、ローズウッド属（Dalbeigia) 樹木のシタン（D cochincinnensiョ 

やシノソノキ（D 51550）にR ac/twaによるさび病が広く発生している 

（図版5-5), 

防除対策 一般にマメ科樹木に発生するさひ病菌は、同種寄生性とい 

って同一樹木の上で生活史を過ごし、中間宿主を持たないものか多い。 

従って、苗畑で幼苗期にさび病が発生した場合には、薬剤によって防除 
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五つの胞子型をもって循環することが、二つ目の特徴てある。さらに-

つの植物の上だけで生活史を送る同種寄生性のさび病菌のほかに、全く

異なった2柿類の植物の闇を往復しながら生活史を完成する質種寄生1生

の神頬か沢山あることが、もう一つの特徴てある。すなわち結了・跡胞

子担代の寄生する植物と、夏胞子・冬胞子・小生子世代の寄生する別の

植物との間を往復するさび病菌のほうが、種類が多いのである。この異

種寄生の現象を宿主交代あるいは寄生輪廻という。

以下に東南アジアで比較的よく観察されるさひ病菌を2、3あげ、診断

上の特徴を述べる。

診 断 の 要 点 ① 川のりc"〃〆"/り収/oゆ om(Sawada)ono ほ か

Ar好餌仙遊属繭 葉や葉茎枝に 5~20mm 大の丘状に膨らんだり内患部を

形成し、やかて丘状膨大分の表面が褐色粉塊 (病原菌の鋳胞了) に覆わ

れる (図版 56)。ほかに葉の上に夏胞子堆や冬胞子規:をつくるか、あま

り目立たない。世界にいずれもマメ料植物寄生性の 5種類か知られる

か、 u木南部や台湾のほか東南アシアに分布する A 毎′"めspoノ"はカマバ

アカシア (Acαczααm7c′"吻 m 硲 ),A,b あ m7s, ソウ ンンュ (A cの所fM)

なとアカシア属樹木に発生する。

②尺α〃α麗 α々αcあり"ほか尺御e〃〆′"属菌 :葉、葉柄、幼茎枝に発生 し、夏

胞子堆から多星の鮮黄色の夏胞子粉塊を噴出する。夏胞子賭形成部はや

や膨らむため、幼葉、葉柄、幼茎などは捻れを起こす。のち業裏に冬胞

子堆を形成し、褐色~ 黒褐色の冬胞子粉塊を形成する。 Rαpeize‘7"属のさ

び病菌は世界に約 150種知られているが、タイやネパ一ルなど東南アジ

アては、口 --ズウッ ド属 (DQZわのg2の 樹 木の シタン (D 仰ご'm崩そ′728′期 s)

やシソソノキ (D szsso)に尺αcあり"によるさび病が広 く発生している

(図版 5‐5)。

防除対策 一般にマメ科樹木に発生するさひ病菌は、同種寄生性とい

って同一樹木の上で生活史を過ごし、中間宿主を持たないものか多い。

従って、苗畑で幼苗期にさび病が発生した場合には、薬剤によって防除
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図・8 マラカツライ にan・a miii切Uga)さび癖 

A 夏胞子層（小さい推掲色粉塊） B 夏肥子層（断面） 

C 冬鞄子層（大きい黒色塊） D 冬胞子層（下．断面、上 上西） 

することが司能てある．従来はジネプ剤、マンネプ削（いすれも500信） 

が用いられていたか、最近、トリアシメホン剤（600-I .000l吉）かよ 

く使われている。 

5）すす省 

鵬の要点および発生生麟 葉 集柚あるいは幼生枝に#3色の煤状の 

曲最（病鳳曲の曲糸が発逮した集合体）を止じ、初めは疎らてあるか、後 

にはほほ粟全面を夜うにいたる（図版6・L2)．この標徴に幕ついて’す 

病の名か刊けられた． 

すす肩には良く観集する二つのタィプがあることが判る．一つは常に 

-12 ー 

図 -8 マ ラ カ ツ ライ (Ca5s′a mu′tijuga) さび病

A 夏胞子層(小さい橋褐色粉塊) B 夏胞子層(断面)
C 冬胞子層(大きい黒色塊 ) D 冬胞子層(下 ,断面、上 上面)

することが可能てある。従来はジネプ剤、マンネブ剤 (し・すれも 50()悟 )

が用いられていたか、最近、 1、リアシメホン剤 (600~1,000 倍 ) かよ

く被われている。

びょう

5)すす病

診断の要点および発生生態 葉、業柄あるいは幼茎枝に黒色の煤状の

菌叢 (病原菌の菌糸が発達した集合体)を生じ、初めは疎らてあるか、後

にはほほ葉全面を覆うにいたる (図版 6‐1,2)。この標徴に基ついて す

病の名か付けられた。

すす病には良く観察する二つのタイプがあることが判る。一つ‘*常に
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カイカラムシやアブラムシなとの吸汁陛昆虫と併発するものであリ、今 

一つは昆虫類とは無関係に発生するすす病である。前者のタイプのすす 

病菌は、植物体から直接栄養を摂る能力は無く、菓の上に溜まる吸汁性 

昆虫の排世物あるいは分泌物を栄養原として菌叢を発達する。一般にこ 

の群のすす病は菌叢が厚く、ビロード状になる。菌叢上に吸汁性昆虫の 

排世物や脱皮殻なども混じり、外観は極めて汚い。吸汁性昆虫による植 

物汁液吸汁の害と、すす病菌菌叢の被覆による光合成阻害との複合被害 

を起こす。この群のすす病菌を腐生性すす病菌と呼ふ。 

吸汁性昆虫とは全く無関係に単独て発生するすす病菌は、葉面上の菌 

糸から吸器（haustonum) を菓の中の細胞に射し込んで、植物から直接 

栄養を摂取し、葉面上に菌叢を発達させる。このタイプのすす病菌の菌 

叢は薄く、網日状で、菌叢上に微小な黒粒点（病原菌の子のう殻）を形 

成する。この群のすす病菌を寄生性すす病菌と呼び、宿主の生きた細胞 

から栄養を取る性質から、人上培養の難しいものか多い。 

病原菌 すす病菌は子の う 菌類の小房子の う 菌綱 

(Locuんascomycetes) に属し、寄生性すす病菌はメリオラ目（A/ch0なんり 

小すす病菌科（』Ieholaceaり と、トチテア目（DomIc/caんs)星形すす病 

菌科（Asterinaceaり に所属する。代表的な属はl'fe/rn后 と Astnnaである 

が、寄生性すす病菌は宿主限定性のため、種類は非常に多い。ル来が熱 

帯性の常緑樹寄生性で、熱帯・亜熱帯はすす病菌の宝庫といわれる。マ 

メ科樹木にはAmazo,ua属 5 種，Aster/die/la 属 12 種－lieu叩S's属3種, 

Melm fri属か約 100種と極めて多数のすす病菌か知られている。その中 

でマメ科林木に分布の広いすす病菌に、アカンア（AmcId 属に寄生する 

Meh0なkoa＆ ネムノキ（A/hu厨 属に寄生するMe hoん a伽zziae、 セン 

ナ（Cassea) 属に寄生するlleliola aetluopsがある。 

①Ale/toな肋ae Steven 菌叢は葉の表面に発達し、黒色、薄く網目伏、 

ふつう2-5mm 大、葉面の菌叢の数が増えると互いに融合して大きい菌 

叢をつくる。構成菌糸は褐色、網目状に分岐し、直ないし波状、6~ 7pm 
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カイカラムシやアブラムシなとの吸?1性昆虫と併発するものであり、今

一つは昆虫類とは無関係に発生するすす病である。前者のタイプのすす

病菌は、植物体から直接栄養を摂る能力は無く、葉の上に溜まる吸汁性

昆虫の排他物あるいは分泌物を栄養原として菌叢を発達する。一般にこ

の群のすす病は菌叢が厚く、ビロード状になる。前叢上に吸汁性昆虫の

排他物や脱皮殻なども混じり、外観は極めて汚い。吸汁性昆虫による植

物汁液吸汁の害と、すす病菌菌叢の被覆による光合成阻害との複合被害

を起こす。この群のすす病菌を窟生性すす病菌と呼ふぉ

吸汁性昆虫とは全く無関係に単独て発生するすす病菌は、菜面上の菌

糸から吸器 (haustor1um) を葉の中の細胞に射し込んで、植物から直接

栄養を摂取し、葉面上に菌叢を発達させる。このタイプのすす病菌の菌

叢は薄く、網目状で、菌叢上に微小な黒粒点 (病原菌の子のう殻) を形

成する。この群のすす病菌を寄生性すす病菌と呼び、宿主の生きた細胞

から栄養を取る性質から、人L 培養の難しいものか多い。

病原菌 すす病菌 は子の う菌類の小房子の う曲綱

(乙o窺わ鮎の“り健 res)に属 し、寄生性すす病菌はメリオラ日 (層g/′〆"/es)

小すす病菌科 (ハ蛇/マメαcmβ) と、トチテア日 (Do妨げe"/es)屋形すす病

菌科 (鮎悩も2鑑 me) に所属する。代表的な属は "蛇 /?〆〃と Asf72m である

が、寄生性すす病菌は宿主限定性のため、種類は非常に多い。兎来が熱

帯性の′常緑樹寄生性で、熱帯・亜熱帯はすす病菌の宝庫といわれる。マ

メ科樹木には Ai'ぞ"m〃′"属 5種 ,Asfgパメ迄′超属 12 種 ,ムセ賄お′s属 3種 ,

羽山ozq属か約 100種と極めて多数のすす病菌か知られている。その中

でマメ料林木に分布の広いすす病菌に、アカンア (Amc′")属に寄生する

A毎 /zo毎々me 、ネム ノキ (用ゎ227")属 に寄生す る屑 e/′o′" 覆る′zzme 、セ ン

ナ (C"ssm) 属に寄生する屑e{o/〃"昭ねmps がある。

① "彰を〃如卿αestcven 菌叢は葉の表面に発達し、黒色、薄く網目伏、

ふつう2~5mm 大、葉面の菌叢の数が増えると互いに融合して大きい菌

叢をつ くる。構成菌糸は褐色、網目状に分岐し、直ないし波状、 6~7"m

- 73 -



徑、多数の曲足（hyphopodnim) を側生する。菌足は多くは対生，時に 

互生、円筒状て湾曲し、長さ12 - 18 /2 FIt 子のう殻は類球形、黒色、徑 

110-180jzro 基部付近に多数の剛毛を有す。剛毛は黒褐色、先端尖 

リ、隔壁を有し、250 -480× 8-lOprn,子のう内には2個の子のう胞 

子を含み、早く溶失する。子のう胞子は長楕円形、オリーブ褐色'3隔壁 

4細胞、隔壁部でやや縊れ、両端鈍円、顆粒状、35-45×16-- 20p m , 

ハワイ・イントネンア‘フィ リピン・台湾でカマハアカシア（Acw. Ic 

a/i) iciti /0)7/its) ，んb加1717/，ソウシゾュ（A co郵a) ，コアアカシアA 

如“) ，凡koc var /iawaiiensis，アカシアマンギウム（A clci唇iIIIn〕 のすす 

病を起こしている。 

② Ale/jo/a a(b12z1ae Hansford et Deighton 菌叢は菓の表面に発達 

し、黒色、網目状。菌足は互生。子のう殻は類球形、黒色、径140 -160 

/1 I17 子のう胞子は長楕円形'4隔壁5組胞、隔壁部でやや縊れ、褐色、 

30-36 x 10-13p ir。ガーナ・インド・シェラレオネ・ウガンダ・ザ 

イールでA Ibizia gunm勇m,ニオイネムノギ（A0山ratissima) ，オクロ 

(A ZJ)gla）にすす病を起こしている。 また変種lla var 2)?gwe 

Hansford et Deightonはカーナ・シェラリオネ‘ウカンダ・サイ」ノレ 

でオクロのすす病として記録された。 

③Mc/jo/a ac/mlops Saccai do 菌叢は表面生、黒色、網目状。菌足は 

対生。子のう殻は黒色、類球形、徑I70-190p En。子のう胞子は長楕 

円形、4隔壁5細胞、褐色、35 -45 7< 14-16.sp rn。インド・インドネ 

シアーマレーンア・シュラレオネ・シンガポールでナンハンサイカチ 

(Cassia か(it/a) . C mang/nu/a タガヤサン（Csiamea) C siebenana,エ 

ヒスグサモドキ（C 加Va）にすす病を起こす。変種l/ a var miijor 

Hansford et Deightonはシェラレオネてタカヤサンに寄生している。 

アカシア類には他にA'le/io/a acaciantni Spegazzini（ブラジル、 

A cacra peckcella危A 加加加/肋， Al. acac i/co/a Hansfoi d（エクアドル、 

A Jloribunda) ,Mbidentata Cooke （ハワイ、A koa) ,M bnshanensお 
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径、多数の -豹比 (hyphopodium) を憤り生す る。歯足は多くは対生、時に

互生、円筒状て湾曲し、長さ 12~18"m 。子のう殻は澱球形、黒色、狸

110~180 〆m 、基部付近に多数の剛毛を有す。剛毛は黒褐色、先端尖

り、隔壁を有 し、250~480 × 8~10 〆m 。子の う内には 2個の子のう胞

子を含み、早 く{容失する。千のう胞子は長楕円形、オリーブ褐色、3隔壁

4細胞、隔壁部でやや握れ、両端鈍円、順粒状、 35~45 × 16~20"m 。

ハ ワイ ・イ ン トネ シア ・フ ィ リピン ・台湾 で カマ ハア カシア (Acα鎖そ

"mm" 狗 〃〃ゐ),A, るあ 〃;〃,ソ ウシジュ (A cの痴もの ,コアア カ シア A

たoの ,孔 知αvar ねmUm 御感 s,ア カシアマ ンギウム (Amm 増加“) のすす

病を起こしている。

②』左ねo‘"〃/bzzz殻e Hansford et Deighton 菌叢は葉の表面に発達

し、黒色、網目状。曲足は互生。了のう殻は類球形、黒色、禅 140~160

“ m 、子のう胞子は長楕円形、4隔壁 5細胞、隔壁部でやや纏れ 褐色、

30~36 × 10~13"m 。 ガーナ ・イン ド・シエラレオネ ・ウガンダ ・ザ

イール で △/るだ24懲り〃′〃宛 m, ニ オイネム ノキ (A 〆の昭鵜躍如 ), オ クロ

(A zyg′") にすす病 を起 こ してい る。 また変種 屑α var 2yg m e

H a n sford et Deighton はカーナ ・シェラ リオネ ・ウカ ンダ ・サ イール

でオクロのすす病として記録された。

③△毎々o超αg殆どops Saccaldo ,菌叢は表面生、黒色、網目状。菌足は

対生。子のう殻は黒色、頬球形、径 170~190"m 。子のう胞子は長楕

円形、 4隔壁 5細 胞、褐色、 35~45 × 14~16,5 〆 m 。 イン ド・イン ドネ

シア ・マレ シア ・シエラレオネ ・シンガポールでナンバンサイカチ

(Cdssm 自助血 ),C 〃m2g 〃〃血 ,タガヤサ ン (CSm 〃鋤 )C S′gbe“"iiα,エ

ヒスグサモ ドキ (C m 〃) にすす病 を起 こす。変種 脳α var mmo γ

Hansford et Delghton はシエラレオネてタガヤサンに寄生している。

ア カ シ ア 類 に は他 に 屑物〆" αcqcrαmm Spegazz1n1( ブ ラ ジ ル 、

AcαααPedzce//"≠α A PO収めル“′") ,屑 .ば艦ど〆の霧 Hansfo1d( エ クア ドル、

A ′Zのめそf′〆"), 鯛 函de〃mm Coo 毎 (ノ・ワ イ、 A たoの ,ハグムフγぬ伽 g7館婚
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Hansford （オ」ストラリア‘マレーシア、A b,;,e, Va/a' A CU/fill)哲hamI, 

A dealbata, A Iwipophyl幼‘Amazonia accu it, Fl agoso et Ciferri（ト 

ミニカ、A ,功mm) ,hmI叩sis beiggルnit Ilansford（オーストラリア、 

A i/il加伽，AI/Itt加flue,Amaiden,,,A ;neianovy/on,A jea;i,iie; i)司か、 

またネムノキ頬に』I jo/ilおto;,,, 1-lansfoid（マレーンア、A/hiziu 

odo,a/,ssm,d が、センナ類にM cnbitella (Stevens et Tehon) Ciferri 

（カイアナ、Cassia SI) ) , Al hoり3naii;iseggw;ia Hansfoi d（フランル、 

CIIq加,annsegg,ana) , Astend,e/ルmssiae (Ciferri) Hansfoi d ( ~ ミニ 

カ, C ped,ce//ans) , A, cass,aecola (Batista et Silva) Hansfoid (フ 

ンル、C baci//ans)が、シタン類にM biconi智Winter （カーナ・ンュラ 

レオネ、 Da/be,g加 afire励flu D sacaたits ,D sisso ) ,M da乃a,glat? 

Ilansfoid （プェルトリコ、D ,nonatauia) - Al font/iotaゆ,cola Stevens 

（プェルトリコ‘D sp ),M sca base/a Hansfoici et Deighton（カーナ， 

D si ）か、テイゴ頬に』la/joル ciy伽mae Sydow（インド不ンア・フィリ 

ピン，Eり軌Ivia ill請m,E subwn bral冨E Var/aga勿）が、メキシコライラ 

ノク（Chricidia sal) aim ）にAle/iota crenahss,ma Sydow（ホンンュラス） 

か、イントンタン類に」let,?なpIerocaip/ Yates（インド不ンア・フィリピ 

ン，['/e,ocaゆit'S indicits) ,A'I pIe,vcarjnco/a Hansford et Dc回lton（ン 

ェラレオ不,P santahno,des）か、アメリカ不ム（Sanianea samofi）に 

Ala/iota aetinops vai an;,orllansfoi d et Deighton（シェラレオ不）お 

よひAl a/biz,ae var zygiaa Hansfoid et Deighton（シェラレオネ）か 

すす病を起こすとして報告されている。 

腐牛性のすす病菌は子のう菌類の小房子のう曲綱、 トチテア目、すす 

病菌科(Capnodiaceae) 、パロチォプンス科（Pai odiopsidaceae）の 

Capnodiuin , LJnn a, ospo,von, L,mac,n,aなどの諸属のすす病かあリ、それ 

それ吸汁性昆虫に随伴して腐生性のすす病を起こしている。 

防除対策 －般に寄生性のすす病にしても腐生性のすす病にしても、 

植栽地の若木や成木に対しては宿主の落葉被害や、著しい生育阻告なと 
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Hansford( オ ー ス 1、ラ リア ・マ レー シ ア 、 A b川のり〃′", 八 ご〃〃〃〆'増加 川′,

A d鑓 /鞠 ね A /?"′わひ力/り′"") “mz の"""c‘z"α Fmg()so eL C1fcrrl( ト

ミニカ、 A "Pロメ" /だ〃o汐材ふ庇′gg形〃〃 1lansford( オ一 ス トラ リア、

ハ ム〃ゐ /協 A iii‘カメ!鑑 ,A mm 直 'm,A,iize 如i70リゾoi7,/1 かのmme 朋 s) か、

ま た ネ ム ノ キ類 に ハダノo卿 s加川 Hansfold( マ レ ー ン ア 、 舟山〃"

o加 川′′ss′}〃") が、セ ンナ類に 屑 "心血肋 (Stevens et Tehon)Cderrl

(カ イアナ、 C"$ ′"sp ), ハダムQ6勢〃"izmeggmim Hansf 〈〕・d( フ ラ ンル、

C/ のが 'mm eggぞのにz Asfe′?‘海抜にαssme(C1fern) Ha1・sfo1d(1 ミニ

カ、 C Pe‘/ノc貌 "'7s) , A αss粥eco‘"(Batis[a et sllva)Hallsfold( フ
、
ラ

ソル、 C Dロ"〃"′7s) が、シタン類に 屑 友の“〃sW1nter( 力…ナ ・ンェラ

レ オ ネ 、 D" あの智α啄捷とれ ?α ,刀 sqc"“/郎 ,D s7sso), ハダ メ"あの淳‘!ど

Hansfo1d( プエ ル 1・リコ、 D mの7efd′ゾ"), 間 /o′zc/IQ餌功にo/"Stevcns

(プエル トリコ ,D sp), 屑 秘め '7s鑑" Hansfo1d et De1g1・ton( カー ナ ,

D SP) か、テ イゴ類に !Mm 〆"どり′f/′"〃"e sydow( イン 1ネンア ・フィ リ

ピン ,E り勅′7〃" “液鯛 ,E,s!盃〃〃もm zs E Uの78gdz") が、 メキシ コライラ

ノク (G/“?c油 〃seP"fm) に 屑 e卿 超 c'の?"r?w〃m sydow( 汀ン ンュラス )

か、イントンタン類に鷲山 !超P腐りc"ゆ!Yates( イン ドネンア・フィリピ

ン ,P 超 omjP" ′,感じ′ ,屑 P腐り鯛の zco/"Ha ・1sford et Deーghton( ン

ェ ラレオネ ,P s俗曲 初め′deも) か 、ア メ リカネム (紬 m"〃〃" mmo 〃) に

屑β海 南 "ef履物 s val m′卯 rllansfeld et Delghton( シエ ラレオネ ) お

よひ 層 "/b′zm e v a r zyg′"eHansfo1d et Delghton( シエラレオネ ) か

すす病を起こすとして報告されている。

腹牛性のすす病菌は子のう菌類の小房子のう曲綱、トチテア日、すす

病 菌科 (Capnodlaceae) 、 パ ロチ オプ ンス科 (Pa・odlopsldaceae) の

C〃P川‘/〃fm,D “〃B′〃かo〃〃m,L7m 解〃〃αな どの諸属のすす病かあ り、それ

それ吸汁性昆虫に随伴して腐生生のすすり丙を起こしている。

防除対策 一般に寄生性のすす病にしても贋生性のすす病にしても、

植栽地の若木や威木に対しては宿主の落葉被害や、著しい生育阻害なと
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の被害は起こさないのか普通である．見た目には汚らしくまた敵しく見 

えても、人為的な防除対策をとらねばならない背の被害は起こさない． 

薬剤防除も経賢の点を考えると、高い防除効果を打つものは知られてい 

ない。苗畑で幼苗に発生し、防除をしたい場合には、寄生性すす病にた 

いしては有機イオウ剤（シネプ剤、チオファネートメチル剤など） を用 

いるくらいで、現亦の農薬の中には寄生忤すす痢曲に卓効のある薬剤は 

無い． 

腐生hすす病の場合は、まず菌に栄糞を提供する吸汁件比虫を駆除す 

ることが先決てある．カイガラムシにはジメトエート剤、DMTP剤か有 

効であり、アプラムシにはチオメトン剤の散布またはエチルチオメント 

*4削の土壌施用か右効てある。 

6）うどんニ胃 

鯵断の要点 葉の衰画または裏面あるいは両面に白色の小麦粉を振り 

まいたような曲叢（痢原菌の菌糸と分生子）が発達する。初めは疎らて 

あるか、しだいに敵を増すとともに融令しなから大きくなIl、ついに葉 

全面を覆うにいたる（図版6・3, 4), さび病やすす病とともに診断は比較 

的容易な鳩気である．和th名は白色粉状の蔵電の特徴から“うとんこ 

病“と名付けられた．英病名もPowdeiy mildew（おしろいかひ）と白 

色曲最の特徴の表現である． 

例外的にブナ科の樹木に菌嬉の色か白色でなく、掲色から紫掲色を呈 

するうどんこ病があるか、温帯から亜熱希圏までて、熱骨には存在しな 

い． 

発生生態 准帯地域では秋になると、この白色敵散ヒに嵐色小粒（病 

原曲の子のう穀）を多最に形成するのがふつうであるが、熱帯・亜熱帯 

地域ては蘭媛上のfのう穀の形虞は稀で、ふつうは白色董霞のみか通年 

あるいは山季を巾心にして認められる．つまり熱帯地域てはうどんこ納 
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の被害は起こさないのか普通である。見た目には汚らしくまた激しく見

えても、人為的な防除対策をとらねばならない程の被害は起こさない。

薬剤防除も経費の点を考えると、高い防除効果を竹つものは知られてい

ない。1省力"で幼ぜrに発生し、防除をしたい場合には、寄生性すす病にた

い L・ては有機イオウ剤 (シネブ剤、チオファネー トメチル剤など) を用

いるくらいで、現在の農薬の中には寄生件すす病菌に卓効のある薬剤は

無 し・。

〃葛生刊すすり-もの場合は、まず菌に栄養を提供する吸汁一件昆虫を駆除す

ることが先決てある。カイガラムシにはジメ 1、エー ト剤、DMTP 剤か有

効であり、アブラムシにはチオメトン剤の散布またはエチルチオメント

粒剤の土壌施用か有効てある。

びょう

6) うどんこ病

診断の要点 葉の表面または裏面あるいは両面に白色の小麦粉を振り

まいたような菌叢 (病原菌の菌糸と分生子) が発達する。初めは疎らて

あるが、しだいに数を増すとともに融合しなから大きくな 11、ついに葉

仝面を覆うにいたる {図版 6‐3,4)。さび病やすす病とともに診断は比較

的容易な病気である。和熱名は白色粉状の菌叢の特徴から“うとんこ

病 " と名付けられた。英病名もPowde1y mlldew( おしろいかひ) と白

色績叢の特徴の表現である

例外的にブナ料の樹木に菌叢の色か白色でなく、褐色から紫褐色を呈

するうどんこ病があるか、温帯から亜熱帯圏までて、熱樹には存在しな

し、。

発生生態 温帯地域では秋になると、この白色菌叢ヒに黒色小粒 (病

原菌の子のう殻) を多量に形成するのがふつうであるが、熱帯・亜熱帯

地域ては菌叢上の子のう殻の形成は稀で、ふつうは白色菌叢のみか通年

あるいは雨季を中心にして認められる。つまり熱帯地域てはうどんこ病
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菌は菌最上に形成される分生子か風に乗って仏播し、温帯地*のような 

越冬のためのfのう殻形成はliわれない。病原菌のft糸は宿主の東而上 

を迷走し、寄生性すす病菌と同様に吸器を菓内細胞に差し込んで、宿主 

から栄養を摂取する．このため病葉はしたいに貧化落葉したり、萎縮乾 

WI'する．抽救木ではこの病気のために著しい生長抑制や”i担が起きたり 

することはなく、被害は比較的軒微であるか．幼苗時に発生すると着し 

い生長阻害を起こし、時には枯損被害も生ずる。苗畑てのうとんこ痢 

は、高温多湿の人工環境下で多発する． 

病原園、発生樹種および分布 うどんこ病は子のう閣類の蚊曲綱 

卿renomycetes) ，ウトンコキン月（Erysuphaceae) 1科のみて、子の 

う蚊から生する刊属糸（appendage) の形態、子のう蚊内の子のうの敵 

(1個か複数か）、留懲に剛毛のむ否などによって属が分けられる。しか 

し、熱希ては－般にうとんこ病曲が子のう穀を形成することが柏で、分 

生子しかつくらないので、種属の正確な同定はなかなか難しい．分生子 

の形状あるいは発芽性状により種属を知推する試みか、多くの研究者に 

よりなされているが、出来るクループと園難なグループとがあって、後 

者が熱帯でうどんこ病菌を同定する時の悩みのたねである。分生子世代 

の頬別特徴としては、分生子柄の形状（直角分岐か否か、直か捻れるか 

基部が膨大するか）、分生子が単生か迎鎖か、分生子にフィプロシン体 

(Pibrosin body）の存否、曲糸に●毛の存否、発芽管の伸長のタイプな 

とかある． 

マメ科樹木はうとんこ病の発生か多い樹種で、熱帯地城での報告のあ 

る種類はE;yszplze ucaczae Blurner,Ecicho;ocean,rn de Candotle,E 

polygoni de candolle , Levezilida 加“rica (Lveull') Au iiaud . 

Mzczosp!zoezu biwnen Rao , Phy//aclazzo acaczae Sydow ,P 山Ibegzae 

Pirozynski ‘めIzoezoiheco cuss/ne Pandotra et Gaugulyなどであるか、 

f のう般の紺認されたものは少なく、多くは分生f皿代からの同定であ 

リ、また同定に疑間のあるものも多い．分生子世代ではadII‘」」I 

菌は菌識↓に形成される分生子か風に乗って伝播し、温帯地域のような

越冬のための子のう殻形成は石われない。病原菌の繭糸は宿主の東而上

を迷走し、寄生性すす病菌と1司様に吸器を菓内細胞に差し込んで、宿主

から栄養を摂取する。このため病葉はしたいに黄化落葉したり、萎縮乾

固する。植栽木ではこの病気のために著しい生長抑制やれli損が起きたり

することはなく、被害は比較的軽微であるか、幼苗=おこ発生すると著し

い生長阻害を起こし、11おこは砧損被害も生ずる。苗畑てのうとんこ病

は、高温多湿の人 -[環境下で多発する。

病原菌、発生樹種および分布 うどんこ病は子のう菌類の殻曲綱

(Pyrenomycetes) ,ウ トンコキン日 (Eryslphaceae)1 科 のみ て、子の

う殻から生する付属糸 (appendage) の形態、子のう殻内の千のぅの数

(1個か複数か)、菌叢に剛毛の存否などによって届が分けられる。しか

し、熱瑞ては一般にうとんこ病菌が子のう殻を形成することが稀で、分

生子しかつくらないので、種属の正確な同定はなかなか難しい。分生子

の形状あるいは発芽性状により種属を類推する試みか、多くの研究者に

よ r)なされているが、出来るクループと困難なグループとがあって、後

者が熱帯でうどんこ病菌を同定する--寺の悩みのたねである。分生子世代

の類別特徴としては、分生子柄の形状 (直角分岐か否か、直か捻れるか

基部が膨大するか)、分生子が申生か連鎖か、分生了に フィプロシン体

(F1bros11・ body) の存否、菌糸に剛毛の有否、発芽管の伸長のタイプな

とかある。

マメ料樹木はうどんこ病の発生が多い樹種で、熱帯地域での報告のあ

る種 類 は 珍 )s7P/形鑑鯉脇e B1ulner,E,dc/z の """" “〃 de Candolle, E,

Poもぎの7′ de Candolle ,L 勿 g赦 血 如“7m( LeveilIE ) A1naud,

屑に′oゆ /me 照 る/′f;'zg′? Rao ,P/ け/ねc′〃〃〃 "鯛αqe sydow ,P dαあの客‘"e

Pirozynski , Sが me70r/zemmss ねePandotra et Gauguly な どであるか、

子のう殻の確認されたものは少なく、多くは分生子世代からの同定であ

り、 また同定に疑 問のあ るもの も多い。分生子世代 では 0!dz′〃“
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e)ysゆhon/es Friesと報告されたものの他は、Qidijo,, sp一 と報告されて 

いる。これらを一括して、うとんこ病か記録されたマメ科の林業樹種と 

分布を示す。 

アカシア（Acac幼 属 アラヒアゴムモドキ（A anibica) ，カマハアカ 

ンア （A anneal加)7fliS ) At (11/ゆyルcantha,7 センヤクノキ （A 

catec加），キンゴウカン（A ,n /es/anti) , A 元'77管Inca, A g 后/15CC/IS, A 

lop liantl,a,アカシアマンギウム（A nialig/un?) ，モリンマ7カシア（A 

inollissinia) , A ofoua, A pelk/i而，A. lob?パta ,A Sej麗I,A ゆectabilis, A 

Step/a オーーストラリアーインド・イン下ネシア・フィリピン・リヒア・Tti 

アフリカ・スーダン・アメリカ・サンビア。 

ネムノキ（A lb,21a)属 センコンジャワ（A chinelお司 , A ,no;itana, A 

5IImahvu,l インドネンア。 

センナ（Cass司属 ナンハンサイカチ（A, fista助，ハライロモクセン 

ナ（C not/osり,タカヤサン（C Sian/ca) ，オオハノセンナ（Cs"lie)功， 

エビスグサモド告（C tora) , C P1/勇0m トミニカ・ガンヒア・イント 

シャマイカ・ケニア‘マラウイ・マレーシアーナイゾェリアーパキスタ 

ン・台湾ータンサニア、アメリ力、ヘネズエラ‘サンピア。 

シタン（Da乃Cigm）属 D 伽?CCoなた，シッソノキ（D sisso) ,D 

volubihs インド。 

モルッカネム（Pbi asenenthes) 属 モルノカネム（P. Jalcatand イ 

ントネンア。 

アメリカネム（Sanianeり 属 アメリカネム（S sanioii） フィリピン。 

防除対策 植栽地てはそれほどの実害を生しないので、放置して差し 

支えないてあろう。苗畑て幼苗時に発生を見たらトリアジメホン剤 

(1,000 - 2,000倍〕を10日ないし2週問おきに数回散布する。播き付け 

床やポソト床か過撮にならないように留意する。 
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の)w 弱め′‘/αs Fries と報 告▲され た ものの他 は、 oぞダmm sp, と報告 されて

いる。これらを一括 して、うとんこ病か記録されたマメ料の林業{訂極と

分布を示す。

アカシア (Amc′") 属 アラヒアゴムモ ドキ (A のめ zc"),カマハアカ

シ ア (A mmc 〃′狗 7mzs),A m 〃′卸 殻c"iz“!々 ,ア セ ン ヤ ク ノ キ (/l

c"′ec/zff),キ ンゴウカン (A 斉7′7z“周′"),A た川 偲mm,A 郡伽 sceizS A

IDPjz〃'ぞ“?",ア カ シアマ ン ギウム (A 〃'"増 加′“ ,モ リンマア カシア (A

〃′硯毎期〃〃),A 咳の′",A かの?山南 ,A. のる鷹‘",A sの′"乙月 sperm ム庭 ,A

s′mm オー‐ス トラ リア ・イン ド・イン ドネシア ・フ ィリピン ・リヒア ・南

アフ リカ ・スー ダン ′ア メ リカ ・サ ンビア。

ネム ノキ (A′か〃") 属 セ ンコンジャワ (A c加′のws),A mo′′′"〃",A

M 〃′"““〃" イン ドネンア。

‐センナ (C"ssm) 属 ナンハンサイカチ (月声瀞〃′〃),ハライロモクセン

ナ (C m‘/のα), タカヤサ ン (C 瀞α川瀬 ), オ オハ ノセンナ (C M 汐加川),

エ ビスグサ モ ドキ (C 海難),C m?魂 om トミニ カ ・ガ ンヒア ・イン ト・

シャマ イカ ・ケニア ・マ ラウイ ・マ レー シア ・ナ イジェ リア ・パ キスタ

ン ・台湾 ・タンザニア ・ア メリカ ・ベネ ズエラ ・サ ンビア。

シ タ ン (D 覆るe′g′") 属 刀‘のに印南云α,シ ッ ソ ノキ (D szsso),D

U〆"61庭 イン ド。

モルツカネム (Pの筋の沼〃〃榔 ) 属 モル ノカネム (P,/"/‘〃加川!) イ

ントネシア。

アメリカネム (Sqm伽 m) 属 アメリカネム (S m“加′) フィリピン。

防除対策 植栽地てはそれほどの実害を生しないので、放置して差し

支えないてあろう。苗畑て幼苗時に発生を見たらトリアジメホン剤

(1,000~2,OQO 倍) を 10日ないし2週間おきに数回散布する。1驚き付け

床やポッ 1・床か過偏にならないように留意する。
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7）インドシタン裕鋸 

診断の要点 苗木から此木まで葉に発生するか、被害を生するのは幼 

苗時である．始め隣褐色の小円肩を生じ、これはしたいに拡人L 5 -'-

IOrnnl人の褐色円庸となる。病血はのち中央部か灰褐色から灰白色に燮 

わリ、時に2 -'-3の同心環教をつくる，多故の病唐を止した菓は落葉す 

る。病鞠表裏両面に風褐色の徴小な塊（病原菌の子座）を散生し、これ 

はのち緑黒色のすすかび状物（病原蘭の分生了塊）に覆われる．幼苗て 

は落菓被害によリ、病苗の生長は肴しく阻害され．生育不捕いから山だ 

し時の得苗牢の低下を招く（図版6・5. 6). 

病鳳菌 Psezidocercosporn pteioca,p:colo (Yen) Yen apud Yen et 

Liun 〔＝Cいcosfioro pleroca;/:cola Yen.C gutnuin:: Kobayashu.C 

conescens sensu Quiniones et Dayan non Ellis et Mai tiii) +1! 

は葉病斑の両面に生じ、喝色～暗褐色、径30 -45prn.高さ15-30gm, 

分生了柄は子座上部から立ち上がり、単条、オリープ褐色、ジクザグ状、 

ふつう隔壁は無い、38-95 x 3-5gm.令山芽・シンポシオ準に分'i-c-

を形成し、離脱甚は肥厚しない．分生fは淡褐色で、長円筒形-Pt倒批 

林状、血ないし海曲、時にS字状、基部数切状で肥厚せす、頂部細はリや 

や尖る、3-9隔壁を有し、大きさ45-95 x 45-1gm （図・9), 

フィリピンから病原菌をCe;'cosfrora canescens Ellis et Mm tolとして 

A -

f c 図・9 インドシタン褐斑痢．の子座と 

I'. 分生子柄（分生子を形成L.なか 

’ らジグザグ状に伸長する） 

かっぱんびょう

7) インドシタン褐斑病

診断の要点 苗木から'茂木まで葉に発生するか、被害を生するのは幻J

苗時である。始め供褐 色の小円斑を生 じ、これはしたいに拡人し 5~

101nm 大の褐色円斑となる。病斑はのち11」央部か灰褐色から灰白色に変

わり、11おこ2~3 の同心環紋をつくる。多数の病班を生した葉は落葉す

る。病塊衣裳両面に黒褐色の微小な塊 (病原菌の子座) を散生し、これ

はのち緑黒色のすすかび状物 01を原菌の分生了塊) に覆われる。幼苗て

は落葉被害により、病菌の生長は著しく阻害され、生育不揃いから山だ

し時の得苗率の低下を招く (図版 6-5,6)。

病原菌 Pse′′の ceim ゆ omp ′8′ocのかの !α (Yerl)Yen apud Yen et

Lim 〔= C初の Pom 〆のりcの力7の /α Yen,C gzずれj2mm K0bayash ・,C

cm′escαjissellsu Qultllones et Dayan non EI1is et Ma 辻口・〕 子 座

は東病班の両面に生 じ、褐色 ~ 暗褐 色、径 30~45"m 、高 さ 15~30 “nl。

分生了柄は子座上部から立ち上がり、単条、オリーブ褐色、ゾクザグ状、

ふつ う隔壁は無い、 38~95 × 3~5"n ・、全 出芽 ・シンポシオ 4リに分生子

を形成し、離脱嬢は肥厚しない。分生子は淡褐色で、長円筒形~長側槌

棒状、ー目ないし湾曲、=おこS字状、基部赦切;1人で肥厚せす、項部細まりや

や尖 る、 3~9 隔壁 を有 し、大 きさ 45~95 × 4 5~7 〆n・ (図‐9)。

フ ィ リピンか ら病原菌 を Cの縄 spo難 α〃′esce〃sEII1s et Maltln として

図‐9 インドシタン褐斑病菌の子座と

分生子柄 (分生子を形成しなか
らジグザグ状に伸長する)
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報告された斑点h病各は同定の誤りて，八C:tdOCCUThp011 p加0tt!?picola 

による褐済病にはかならない． 

本病閣の発生生態の計細は不明である。尚属の曲知の！‘態から、分牛 

子は雇水や雨の飛床とともに伝婚し、あるいは霧HIの時に風にのって仏 

播するものと推醐されている．いったん水（月h）て分散しあるいは流れ 

た分生fは、24時間以内に分生子柏上に再ひ形成される． 

発生掛種と分布1978年に発見記載された比敦的析しい病気て、まだ 

報告されたものは少ない．現孔までマレーンアとフィリピンからイン~ 

シタン（Pierocaゆits indicu ) のみに記鋒されている． なお、インドシタ 

ン属樹木には他にギニアからPiめm・a か‘s ennaceus 上にCeルOs加in 

He?vS$eり?ICflS IくTanzによる均点竹痢害か報告されている。 

防除対策 苗畑で幼苗時に発生すると被害が大きいのて、発牛を見た 

ら薬剤防除を行う必要かある。マンネプ剤(500倍〉あるいは鍋水和剤 

(500倍）のI0日おき数回の散布がよいであろう。除軍や闘りはをとの 

過正な苗畑管理し木病の発生を予防するLて人切てある． 

8）苗立枯病 

樹種共通の摘害1）苗立枯璃の項（pI）を参鳳．マメ“樹木の種イは 

一般に中粒てあるが、苗立枯病の発生は多いほうてある． 

9)〈もの巣病 

樹種共通の病害3）くもの巣病の項（p 17）を参照。モルソカネム 

(Pa,aseneaeihes 血kロkm）やジャイアントイピルイピル（kntaei加 

leucocepizala）に激しく発生する． 

80 ー 

報告された斑点制病害は同定の誤 りて、P似′〆鑑 ei御字omp 朗 ommf の /"

による褐班病にほかならない。

か病菌の発生生態の詳細は不明である。同属の菌類の{日出から、分牛

子は潅水や雨の飛沫とともに伝播し、あるいは霧雨の=ぎに風にのって伝

播するものと推測されている。いったん水 稲]) て分散しあるいは流れ

た分生子は、241時間以内に分生子柄↓にaiひ形成される。

発生樹種と分布 1978 年に発見記載された比較的新しい病気て、まだ

報告されたものは少ない。現在までマレーンアとフィリピンからイン 1

シタン (P解かc似顔‘"〃‘ねc′△) のみに記録されている。なお、インドシタ

ン属 樹 木 に は他 に ギ ニ ア か ら 丹のりcのかfse′7i′‘!‘虜たs ヒに CeicひもPom

}}emsgolfeizs Kranz に よる斑点激 痛害か報告 されてい る。

防除対策 苗畑で幼苗1時に発生すると被害が大きいのて、発生を見た

ら薬剤防除を行う必要かある。マンネブ剤 (500倍) あるいは宝;動く和則

(500倍) の 1O FIおき数回の散布がよいであろう。除草や間引きなとの

適正な苗ム=!管理も不納の発生を予防する てブ、切てある。

8)苗立枯病

樹種共通の病害 1) 燕立付i病の項 (p7) を参照。マメネ」樹木の種‐白ま

- 般に中粒てあるが、苗立柿病の き生は多いほうてある。

9) くもの巣病

樹種共通の病害 3) くもの巣病の項 (p17) を参照。モルソカネム

(Pm 餌 e粥旧′2es危ごm ね m) や ジャイアン トイピルイピル (L釧狐 em

′gz似 )cep毎 /") に激しく発生する。
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10）白絹病 

樹種共通の病害4）白絹病の項(p,19）を参照。不ムノキ類（Albizia 

ノill-ib"55?,J にはイランから、センナ類(Cassia senna）にはタンザニアか 

ら発生報告がある。 

11）南根腐病 

樹種共通の病害5）南根腐病の項（p 23）を参照。アカシア類(Acacia 

decurrens var. J,ml臨んル功losa,Aoiana）にはインドネシアから、ネ 

ムノキ類(Album chineiおls, A lebek, A suinatrana)にはフィジー・イン 

ドネシアーパプアニューギニアースリランカ・西サモアから、センナ類 

(Cassm idata, C , hacillans' C laev'gata,C inultijuga, C occidentalis, C 

sia?nea, C s叩hera）にはガーナ・イントネシア・パプアニューギニアか 

ら、シタン頬(Dalbe卿a latfolia, D sissの にはイントネシアと台湾か 

ら、ギンネム煩（Leucaena glahnita, L んucoc助加Ia）にはイントネシア・ 

パプアニューギニアから、モルッカネム（Pbrasenenmasルka加w) には 

インドネシアとスリランカから、それぞれ被害発生報告かある。 

12）赤衣病 

樹種共通の病害6）赤衣病の項（p27）を参照。アカシア頬（肌’acia 

mmciii,)b17)215 -A CO)郵a,A 鹿Cii FIG?お，A ルmasmla , A mmm ,A 

加daly riaげolia, A ,m 加usa）にはインドネシア・マレーシアーモウリシア 

スー台湾から、センナ頬(Cuss/a alata, C , bacilians, C . iaeuigata, C 

occidentabs, C sianlea, C sophem C tore）にはインドネシア・モウリン 

アス・パプアニューギニア・タンザニアから、メキシコライラノク 

(Gth北id/a sゆiii)?)）にはパプアニューギニアから、モルノカネム 
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10)白絹病

樹種共通の病害 4) 白絹病の項 (p.19) を参照。ネムノキ類 (舟山zm

白け清離別 ?)にはイランから、センナ類 (Cqssm se“〃") にはタンザニアか

ら発生報告がある。

11)南根腐病

横種共通の病害 5)南根腐病の項 (p23) を参照。アカシア類 (Amqq

deαテッ勿2svar. “?0!互s,A. 座中 70sq,A.o' のm) には イン ドネシアか ら、ネ

ム ノキ類 (A肋 z′αc/27′捌感 s,A /8彰を,A 潮〃z昭′欄α) にはフィジー .イン

トネシア ・パプアニュー ギニア ・ス 1jラ ンカ ・西サ モアか ら、センナ類

(Cαss'"α畝ね ,C, 卿 α肋 郷 ,C ′肥り′解 熱 C.〃粥灯り聡α,C oα 2de'?r"′7s,C

s雛〃ed,C sop庇 m) にはガーナ ・イン ドネシア ・パプアニュ一 ギニアか

ら、シタン類 (DQあのgzα超fあ Zm,D szsso)にはイントネシアと台湾か

ら、ギンネム類 (霧郷なemg/ 神川敵,乙 顔ず印鑑P/?〃畝)にはイントネシア・

パプアニューギニアから、モルツカネム (Pのmme 鰭庇 s超 /cmm?") には

インドネシアとスリランカから、それぞれ被害発生報告かある。

12)赤衣病

樹種共通の病害 6) 赤衣病の項 (p27) を参照。アカシア額 (A餌α"

"m7czf ‘吻 '7〃7s.A の 7歩 M,A dec 〃;?訓 s,A 超 “′Bs′〃“",A の〃′?α ,A

PO 幽 か774球可〆α,A か 7膚 osα) にはイン ドネシア・マ レー シア・モウ リシア

ス ・台湾か ら、 セ ンナ類 (C〃ssね α!婚",C, 無α叱 裕 ,C, 超勿婁口な ,C

oα′dei7i"‘2s,C Szα“zm,C sop加 川 ,C ′の") には イン ドネシア .モウ リン

ア ス ・パ プ ア ニュー ギニ ア ・タンザ ニ アか ら、 メ キシ コラ イ ラ ノク

(α "光雄α sePzz"〃) に は パ プ ア ニ ュー ギニ ア か ら、 モ ル ノカ ネ ム
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(P?,nsenefl功Csル'Co如m) にはフィリピンから、それぞれ被害発生報告 

がある。 

13）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害7）ボ1 リオディプロディア胴枯病の項（p 31）を参 

照。ネムノキ類（A lbma JIi励rIS5W,A kb囲 にはインド・スリランカ 

アメリカから、センナ類（Cassia wiem零iou/es, C multijuga, C siomea,) 

にはケニア・マレーシア・タンザニア・ウガンダ・アメリカから、シッ 

ソノキ（D安/beigto stsso）にはインドから、ギンネム類（LCUCOCIIO 

glabnite, L んucocepitala, L 加Iventlenta) にはインド・パプアニューギ 

ニアから、モルソカネム（Panise tie)晩Cs血kaな,肋 にはインドとスリラ 

ンカから、それぞれ発生報告がある。 
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の硲 e′7釧抜esた /m如 ? にはフィリピンから、それぞれ被害発生報告

がある。

13) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 ?) ポい Jオディプロディア胴枯病の項 (p31) を参

照。ネム ノキ類 (粥 あれαノ〃ばら'?粘りぞ,A 誇ろ8ん) にはイン ド・ス リランカ ・

ア メ リカか ら、センナ類 (Cα$?" のずemszo‘ばBS,C m 形加 増",C Smme α,)

にはケニア ・マ レー シア ・タンザニア ・ウガ ンダ ・アメ リカか ら、 シッ

ソノキ (Dq/bのgm も!sso) にはイン ドか ら一 ギンネム類 (毎とばα8;7"

gねる欄殻 ,L 卿に偏り脳如 ,L PZ‘′泌 '?!‘の血 ) にはイン ド・パプアニュー ギ

ニアから、モルソカネム (P〃msの解雇庇s履た砧〃??α) にはイン ドとスリラ

ンカから、それぞれ発生報告がある。

- 82 -


